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SMILES日変化微量成分L2プロダクトについて

SMILES L2 products for diurnal variable species
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国際宇宙ステーションで稼働中のサブミリ波リムサウンダーSMILESは、4K冷却された高感度
SIS検出器により、成層圏・下部中間圏の日変化する微量気体(中間圏O3,ClO, HO2, BrO)をこれ
までに無い高感度・高精度で検出できる見込みである。ここではISAS/JAXAが担当するL2標準
プロダクトにおける日変化微量気体の処理状況と得られたデータの妥当性について報告する。
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